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牛の乳腺腫瘍の発生は，犬や猫に比較してまれであり
［1-3］，報告はあるものの古いものが多い．また，品種
や発症年齢などの情報の欠落や病理組織学的検査による
診断が行われてない報告が多い［4-6］．
乳腺疾患の診断法として，医学領域では超音波検査が
繁用されている［7, 8］．そのため，乳腺囊胞内腫瘍の
診断は容易となっており［9-13］，乳腺腫瘤の形状や内
部エコー，境界部などの超音波検査所見から腫瘤の良性
または悪性の判定が行われている［7, 8］．一方，牛に
おいても乳腺実質の超音波検査は乳房炎，乳房の腫脹
（血腫や腫瘍）及び穿孔異物などの診断に役立つとされ
ている［14］．しかしながら，乳頭の超音波検査につい
ての報告は比較的多いのに対して，乳腺実質の生理的状
態及び病的変化に関する超音波所見［14-16］の報告は
少ない．
今回，ホルスタイン種乳牛が慢性乳房炎罹患後に乳頭
状囊胞腺腫を発症した症例に遭遇した．症例の臨床学的
所見及び乳頭状囊胞腺腫の超音波検査所見についての知
見を得たので，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

症例牛：千葉市動物公園で飼育されていた 15 歳 1 カ

月のホルスタイン種雌牛で，未経産であった．
超音波検査：手術実施前に超音波診断装置（HS-
1500VET，本多電子㈱，愛知）を用いて罹患乳房の超
音波検査を実施した．
病理組織学的検査：乳房組織及び乳房リンパ節を
10％中性緩衝ホルマリン液で固定した．その後，常法
に従いパラフィン切片を作製し，ヘマトキシリン・エオ
ジン（HE）染色を行い，鏡検した．
血液検査及び細菌学的検査：乳房切除術 4 日前に血
液を採取し，血液検査を行った．また，乳汁は乳房切除
術後に切除した乳房から採取し，細菌学的検査を実施し
た．血液検査及び細菌学的検査は民間の検査施設（㈱
江東微生物研究所，茨城）に依頼した．

成　　　　　績

臨床症状及び治療経過：2013 年 5 月より左乳房の腫
脹と乳汁の排出が認められた．乳汁は乳白色を呈してお
り，クリーム状の凝塊物を含んでいた．2014 年 3 月に
乳房の腫脹や血様乳汁の排出が認められ，乳汁の細菌学
的検査により黄色ブドウ球菌が分離された．左後乳頭か
ら採取した乳汁の細菌学的検査により黄色ブドウ球菌が
分離され，セファゾリン（セファメジン DC，日本全薬
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要　　　　　約

15 歳 1 カ月のホルスタイン種未経産牛が左乳房の腫脹と乳汁の排出を約 2年間繰り返していた．その後，左乳房の
腫脹と硬結及び乳汁排出の増加が認められ，全身状態が悪化したことから，罹患乳房の摘出術を実施した．術前に行っ
た罹患乳房の超音波検査では，乳腺実質の菲薄化及び乳房内部の小房化した大小多数の囊胞を認めた．囊胞の境界は明
瞭であり，内腔壁は平滑だった．囊胞内部は無エコーな貯留液が充満し，等エコーから高エコーの辺縁粗雑な腫瘤部が
認められた．腫瘤部は最大で 3.5×2.3cm大の充実性病変であり，不整形だった．乳汁からβ溶血性レンサ球菌が検出
され，左乳房内部は大部分の正常構造が完全に失われていた．本症例は，病理組織学的検査より乳頭状囊胞腺腫と診断
された．牛における乳腺の超音波検査は，腫瘍性病変の診断に有用な方法であると考えられた．
─キーワード：牛，乳腺乳頭状囊胞腺腫，超音波検査．
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脈及び静脈，外陰部動脈及び静脈，腹側会陰動脈及び静
脈をそれぞれ二重結紮し，その中間を切断した．乳房の
基底を剝離していき，乳房堤靭帯（内側版）と乳腺組
織を分離し，左側乳房を摘出した．摘出後，皮下組織を
吸収性縫合糸にて連続縫合を行い，皮膚は非吸収性縫合
糸にて単純結節縫合を行い閉鎖した．術後に日局アンピ
シリンナトリウム（注射用ビクシリン，Meiji Seikaファ
ルマ㈱，東京）5mg/kgの筋肉内投与を行った．当該牛
は手術翌日に死亡した．
超音波検査所見：左後乳房の乳腺実質は皮膚に沿って
1cm程度に菲薄化した構造として描出され，最大で 3.5
×2.3cmの辺縁明瞭な囊胞を大小多数認めた．囊胞の内
腔壁は平滑であり，囊胞内部は無エコーな貯留液が充満
していた．また，内部に突出するように辺縁粗雑な広基
性の乳頭状充実性部分を認め，等エコーから高エコーの
混合性パターンを呈した（図 2）．
肉眼所見：摘出した左側乳房は 22kgだった．乳房全

工業㈱，福島）の乳房内投与による治療を行ったが，そ
の後も血様乳汁の排出及び食欲不振を繰り返した．
2015 年 3 月に左後乳房の腫脹と硬結及び乳汁排出の増
加が認められ（図 1），軟便及び削痩がみられ全身状態
が悪化したことから，同年 6月に左側全乳房の摘出術を
実施した．手術当日の臨床所見は，体温 38.4℃，脈拍
数 104 回／分，呼吸数 15 回／分，左後乳房の腫脹と硬
結，第 1胃運動減弱，打聴診によるピング音聴取により，
結腸のガス貯留が認められた．
麻酔は伝達麻酔として左側第 2～4腰椎側神経に，2％
リドカイン（キシロカイン注射液 2％，アストラゼネカ
㈱，大阪）を用いた近位脊椎側神経麻酔を行った．キシ
ラジン（セラクタール 2％注射液，バイエル薬品㈱，大
阪）0.3mg/kgの頸静脈投与を行い，右側横臥保定にし
た．切皮予定線の皮下に，2％リドカインを用いて局所
麻酔後乳房の半周を切皮した．乳房側面を覆う腱板の外
側板に沿って皮膚から乳腺組織を分離しつつ，腹皮下動

図 1　術前の乳房外貌
左後乳房の著しい腫脹及び硬結が確認された．

図 3　切除した罹患分房の外観及び割面
A：乳房全体が著しく腫大及び硬結し，乳房表面に壊死及び乳頭周辺に石灰化（矢印）が認められた．
B：割面は，左後分房の乳房内に血様浸出液が多量に貯留した大小多数の囊胞が認められた．
C：囊胞内に乳頭状に突出する結節性腫瘤（矢印）が多数認められた．

⬆
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図 2　術前の左後乳房の超音波検査所見
乳腺実質内に辺縁明瞭な囊胞を大小多数認めた．
囊胞内部に突出するように広基性の辺縁粗雑な乳頭
状充実性部分（矢印）を認めた．
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乳房リンパ節には腫瘍の転移は認められず，リンパ濾
胞の増生及び傍皮質の拡大が観察された．また，リンパ
洞では内腔の拡張とリンパ球の浸潤が顕著に認められ
た．以上より，乳腺の乳頭状囊胞腺腫と診断した．
血液生化学検査及び細菌学的検査：血液生化学検査の
結果を表 1 に示した．血液検査の結果，ヘモグロビン
（Hb），アルブミン（Alb），A/G比，総コレステロール
（T-Chol），トリグリセリド（TG），カルシウム（Ca）
濃度，鉄（Fe）濃度の低下及び総蛋白（TP）の上昇が
認められた．また，蛋白分画像では，Albの減少，γ-
グロブリンの増加が認められた（表 2）．
乳房内から採取した乳汁からは，β溶血性レンサ球菌
が分離された．

考　　　　　察

本症例は，臨床経過から乳房炎による乳房の腫脹が疑
われていたが，病理組織学的検査より牛の乳腺における
乳頭状囊胞腺腫と診断された．乳腺腫瘍のうち囊胞内腫
瘍性病変は，悪性例は囊胞内乳癌，良性例は囊胞内乳頭
腫に区分される［11］．本症例は囊胞内乳頭腫ではある
が，乳腺上皮の増殖がすべて乳頭状を呈していなかった
ため，乳頭状囊胞腺腫とした．Fordら［4］は，1902
年以降に報告された牛の原発性乳腺腫瘍は41例であり，
3歳未満の個体はいなかったと報告している．本症例は

体が著しく腫大及び硬結し，乳房表面に壊死が認められ
た．また，乳頭周辺に触診により硬結部が認められた．
割面は，左前及び左後乳房の大部分の正常構造が完全
に失われていた．左後乳房の乳房内に大小多数の囊胞が
認められ，低粘稠性の黒褐色から赤褐色の血様浸出液が
多量に貯留していた（図 3）．囊胞内面は全体に白色を
呈しており，灰白色の直径 0.5～1.5cmの塊状，乳頭状
に突出する結節性腫瘤を多数認めた．乳頭周辺の硬結部
は，検査刀を受け付けないことより石灰化と考えられ
た．また，乳房リンパ節の腫大（4.5×2.5cm）が認め
られた．
病理組織学的検査：乳房では円柱状の乳腺上皮が囊胞
内に乳頭状の増殖を示し，また腺管腔の形成を伴う腺房
状の増殖が認められた（図 4）．腫瘍周辺では結合組織
の顕著な増生がみられたが，浸潤性は認められなかっ
た．腫瘍細胞の異型度は低く，核分裂像もまれであった．
間質に多数のリンパ球が浸潤しており，マクロファージ
が認められた．病理組織学的に細菌塊の存在または化膿
性の変化は認められなかった．

⬇
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図 4　左後乳房の組織学的所見
A：円柱状乳腺上皮の囊胞内乳頭状増殖（矢印）が認
められた（HE染色　Bar＝500µm）．

B：異型度は低く，円柱上皮が極性を保ちながら増殖
していた（HE染色　Bar＝100µm）．

表 1　血液検査所見

項 目 測定値 項 目 測定値

WBC （/µl） 4,200 CK （U/l） 126
RBC （×104/µl） 499 T-Chol（mg/dl） 55
Hb （g/dl） 7.8 TG （mg/dl） 8
HCT （％） 23.1 BUN （mg/dl） 9.3
PLT （×104/µl） 37.7 Cre （mg/dl） 0.9
TP （g/dl） 10.7 Na （mEq/l） 133
A/G比 0.21 K （mEq/l） 4.9
Alb （g/dl） 1.83 Cl （mEq/l） 99
T-Bil （mg/dl） 0.1 Ca （mg/dl） 7.9
AST （U/l） 60 iP （mg/dl） 5.7
ALP （U/l） 79 Mg （mg/dl） 1.9
LDH （U/l） 641 Fe （µg/dl） 48
γ-GTP（U/l） 16

表 2　蛋白分画

項 目 測定値

血清総蛋白 （g/dl） 10.7
アルブミン （g/dl） 1.83
α1-グロブリン（g/dl） 0.20
α2-グロブリン（g/dl） 0.72
β-グロブリン （g/dl） 0.91
γ-グロブリン （g/dl） 7.04
A/G比 0.21
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遇した場合には，乳汁の細菌学的検査だけではなく，乳
腺の超音波検査を実施し，炎症性であるのか腫瘍性の腫
脹であるのかを見極める必要があると思われた．
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15 歳と老齢であり，腫瘍が発生するリスクは高かった
と考えられる．
また，人での乳腺囊胞内腫瘍病変の発生頻度は高くな
い［11］．さらに，牛の乳頭状囊胞腺腫は 9歳齢のホル
スタイン種乳牛［17］と 5歳齢の Hohenfleck種牛［18］
の報告の 2例があるのみである．
本症例では，病理組織学的検査の結果を得てから術前
の超音波検査所見を見返すことで，乳頭状囊胞腺腫の所
見であることが確定できた．牛における正常な乳腺実質
の超音波画像は，均一な顆粒状のエコー像であり，高エ
コー性の結合組織と低エコー性の乳腺実質が均等に分布
している．乳腺実質内には，無エコーの血管または乳管
が認められ，乳腺乳槽内には無エコー性またはエコー原
性粒子を含んだ乳汁がみられる［14］．本症例の術前に
行った超音波検査では，乳腺実質内に多数の囊胞及び乳
頭状の腫瘤物を認め，明らかに異常所見であることが確
認された．しかし，牛での乳腺疾患時の超音波検査につ
いての報告が少ないため，本症例の検査所見が炎症性ま
たは腫瘍性であるか断定するに至らなかった．
乳腺腫瘍の診断方法として，生検による組織学的検
査を行うこともできるが，牛においては研究目的で実施
されることがほとんどであり［19-21］，侵襲的な検査
法であるため出血［20, 21］や血栓，浮腫等の合併症の
発生［20］，泌乳量の低下［19-21］などの生産性の低
下を伴う可能性がある．最善な方法は非侵襲的な検査法
であり，超音波検査により乳腺腫瘍を診断することが可
能であれば牛においても超音波検査が有用であると言え
る．今後，乳房の超音波検査を実施していくうえで，各
種乳房炎の所見との鑑別を明確にすることが必要であ
る．
また，医学領域において超音波検査は腫瘍の診断に用
いられており，人の囊胞内腫瘍の画像での良性及び悪性
の鑑別点として，囊胞壁が平滑であるか不整であるか，
囊胞壁での腫瘍の茎の幅が広いか狭いかなどが挙げられ
る［7, 8］．人における鑑別点を基に本症例の超音波検
査所見をみると，囊胞壁が平滑であり，広基性であるこ
とから良性である可能性を考えることができる．これは
病理組織学的検査所見とも一致する．
一方，血液検査所見からは，食欲不振による栄養不良
の所見及び慢性炎症の所見が認められた．また，乳房炎
の罹患期間が長く，手術時の乳房内分泌物からβ溶血性
レンサ球菌が検出されたことから，慢性的な乳房炎にも
罹患していたと考えられる．本症例ではβ溶血性レンサ
球菌が検出されたが，過去の乳腺乳頭状囊胞腺腫の報告
［17］では Trueperella pyogenesが乳汁から検出されて
おり，慢性炎症が乳腺組織の腫瘍化を誘発したと推察さ
れる［22］．
今後，特に高齢牛の乳腺の腫脹や硬結を伴う症例に遭
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Papillar y Cystadenoma of the Mammar y Gland in a Holstein Heifer
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SUMMARY

A 15-year-and-1-month-old Holstein heifer with a 2-year histor y of recurrent swelling of the left hindquar ter 
and mammar y gland secretion under went a left hemimastectomy for increasingly worsening symptoms and 
deteriorating physical condition.  Preoperative ultrasonography of the af fected quar ter showed thinning of the 
mammar y gland parenchyma and numerous lobulated cysts of various sizes.  Cysts were well circumscribed 
with a smooth lining and filled with anechoic fluid and a pedunculated mass with an isoechoic to hyperechoic 
rough sur face.  Masses were solid and irregularly shaped, measuring 3.5 × 2.3 cm at the largest.  Beta-hemolyt-
ic Streptococcus was isolated from the mammar y gland secretion.  The normal mammar y structure was largely 
lost in the excised left quar ters.  The histopathologic diagnosis was papillar y cystadenoma of the mammar y 
gland, which is consistent with the ultrasound findings.  Ultrasound examination appeared useful in the diagno-
sis of mammar y tumors in cattle. ─Key words : cow, mammar y papillar y cystadenoma, ultrasound.
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